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秋田青果物流ＤＸ協議会

今回の実装事業は、秋田青果物流ＤＸ協議会及び委託先、協力連携先の各社・各組織

によって構成
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現状の問題点と今次実装の取組

物流2024年問題として認識されるトラックドライバーの労働時間縮減対策

➢ 荷役負担軽減や共同輸送体制の構築等の対応がとられたが更なる対策が必要

➢ 生産地から卸売市場、消費者までサプライチェーン全体を見通した効率化

今次実装項目は主に2つ

➢ QRコードを活用したデジタル検品

➢ パレタイズ業務フロー見直し
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実装スケジュール

実装スケジュール
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持続可能な食品等流通対策事業に係る課題提案書
（計画）

協議会活動
（実績、今後）

～2024年8月 プレ検討（ツール要件定義）

2024年9月～ 詳細
検討

詳細検討、現場でのフロー確
認、ツール開発

2024年
10月

詳細検討、現場でのフロー確認、
ツール開発
実装リハーサル（立会）

2024年
10月～11月

実装
期間

混載期間の特定産品による事業
実施①

2024年
11月

設計改善、ツール反映
事業実施：実装開始（立会）

2024年12月 予備 冬場の産品変化に伴う事業実施
②

2024年
12月～1月

結果確認、データ分析作業
今後の計画（横展開：産品拡大）

2025年2月 結果 結果確認、データ分析作業 2025年
2月～3月

今後の計画（横展開：県内（JAお
ばこ等）、他県）、ツール設計へ
の反映、報告書議論・作成

2025年3月 検証 取纏め、今後の計画、実施結果
報告書の提出

2025年3月 実施結果報告書の提出（～3/21）



QRコードを活用したデジタル検品

出荷地（県南園芸センター）では、ドライバーが送り状QRコードとパレットQRコー

ドを対応付け

➢ 送り状に記載された内容とパレット上の荷物が一致していることを確認してシステム登録
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QRコードを活用したデジタル検品

作業イメージ

6

内容一致を確認してアプリで登録



QRコードを活用したデジタル検品

入荷地（横浜丸中青果）では、出荷地で貼付したQRコードにより省力化

➢ 省力化①；パレット積載内容が送り状と対応しているため、ドライバーはすぐに山切り作業

に着手できる

➢ 省力化②；卸売担当者は全数カウント確認しなくても、総数検品で送り状と荷物の内容一致

を認証できる
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到着 順番待機
フォーク
リフト

全数検品
ビニール剥ぎ
種別ごと山切り

検印 出発

到着 順番待機 総数検品
ビニール剥ぎ
種別ごと山切り

検印 出発

現状（ヒトの眼による検品）

QR援用による省力化

フォーク
リフト

（実装前）

（今次実装）

（注）図示の都合上、各工程を1段階ずつ処理するよう表示しているが、
実際には複数作業者で並行することや順序が一部前後することもある。



QRコードを活用したデジタル検品

省力化された割合は▲18％である

➢ ある計測日の場合は約45分相当の所要時間が約35分相当となる▲21％であり、複数の計測日で平均値をと

ると▲18％となった。
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到着 順番待機
フォーク
リフト

全数検品
ビニール剥ぎ
種別ごと山切り

検印 出発

到着 順番待機 総数検品
ビニール剥ぎ
種別ごと山切り

検印 出発
フォーク
リフト

（実装前）

（今次実装）

18:40 19:50

約25分 約13分 約22分約14分 約7分

19:05
合計約45分相当

18:40 19:40（推計）

約25分 約13分 約15分約11分 約7分

19:05
合計約35分相当

デジタル省力化 デジタル省力化

（注）複数人で並行作業があるため個別作業の和と合計は一致せず



パレタイズ業務フロー見直し

選果・箱詰めされたシイタケをトラック積載できるようパレタイズする工程の省力化

➢ FY24以前はドライバーが予冷庫内でパレタイズしていたものをJAあきた担当者がパレタイ

ズするように分担変更済み（上段⇒中段）

➢ 今次実装では選果場内のデジタルサイネージで指示出しして、選果場内でパレタイズを済ま

せてしまう（中段→下段）
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パレタイズ業務フロー見直し

作業イメージ
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事務棟の管理端末から選果場へ出荷情報を指示



パレタイズ業務フロー見直し

作業イメージ
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選果場でパレタイズを済ませてから保冷庫へ

青いパレットは場内用（あくまで仮積み）
赤いパレットはトラック積載用（パレタイズ済）



パレタイズ業務フロー見直し

省力化された割合は▲28％である

➢ ある計測日の場合は2時間20分相当の所要時間が1時間39分相当となる▲29％であり、複数の計測日で平均

値をとると▲28％となった。
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2時間20分 ▲28分
（≒1パレあたり7分

×対象4パレット）

▲5分 ▲12分
（≒1往復あたり
4分×3往復）

＋4分 1時間39分



アウトプットと短期アウトカム

システム実装は計画通り行われ実装運用し、短期アウトカムもほぼ計画に近い水準
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令和６年度末 対象 現状 取組後 得られる成果目標

（１）パレタイズ
業務フロー見直し

予約出荷分（椎
茸）

トラック1台分のパ
レット移替作業：
計90～170分/台

トラック1台分の直
接パレタイズ作
業：計60～120分

▲30%の作業時間短
縮

（２）デジタル検
品

横浜丸中青果等 検品作業時間
計60分／便

検品作業時間
計40分／便

▲30%の作業時間短
縮

令和６年度末 対象 現状 取組後 得られた成果

パレタイズ業務フ
ロー見直し

予約出荷分（椎
茸）

トラック1台分のパ
レット移替作業：
計129～220分/台

トラック1台分の直
接パレタイズ作
業：計96～161分

平均で▲28％の作
業時間短縮

デジタル検品 横浜丸中青果等 検品作業時間
計38分／便

検品作業時間
計31分／便

平均で▲18%の作業
時間短縮

当初課題提案書より再掲

実装実施の結果



今後の展開可能性（すぐ着手したいもの）

適用青果物の拡大検討

➢ 県南園芸センター発のシイタケ以外の青果物

適用地域の拡大検討

➢ 秋田県内の他JA、他県からの青果物

⇒デジタル非対象が混在していることは卸売市場の入荷担当者から見ると改革途上
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QRコード対象

QRコード非対象



今後の展開可能性（少し時間のかかるもの）

検品アプリの機能拡張

➢ （案）デジタル検品および不一致データ通報機能

➢ （案）入荷地での消込み処理機能

➢ （案）他データシステムとの連携

紙ベースの送り状の廃止

➢ 送り状は3複写（入荷地、出荷地、運送業者）

➢ 受領証明書にもなっているので、それに替わる検印機能があれば…
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